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研究成果の概要（和文）：本研究では、乳幼児期の身体運動の階層構造の発達的変遷、乳幼児期の身体運動の階
層構造を創作する能力に関わる脳活動、及び、発達初期の身体運動の経験が後の身体運動の階層構造を創作する
能力に及ぼす影響を検討した。本研究では、３つの主要な研究成果を得た。第一に、生後1年以内の乳児期に原
初的な舞踊行動が出現し、生後9カ月から24カ月にかけてその舞踊行動の階層構造が複雑化することを明らかに
した。 第二に、身体運動のリズム構造の認知的処理に左下前頭葉の脳領域が関与している可能性を示した。最
後に、発達初期の身体運動の経験がその後の動作の認知能力に関与していることを示した。

研究成果の概要（英文）：This study examined the developmental changes in the hierarchical structure 
of body movements in infancy, brain activity related to the ability to create hierarchical 
structures of body movements in infancy, and the impact of early developmental body movement 
experiences on the ability to create hierarchical structures of later body movements. Three major 
findings were obtained. First, it was revealed that dance behaviors emerge within the first year of 
life, and that the hierarchical structure of these dance behaviors becomes more complex between 9 
and 24 months of age. Second, it was suggested that the left inferior frontal gyrus is involved in 
the cognitive processing of the rhythm structure of body movements. Finally, it was shown that early
 developmental experiences of body movement are associated with subsequent cognitive abilities 
related to body movement recognition.

研究分野：発達認知神経科学

キーワード： 舞踊　ダンス　階層構造　階層性　身体運動　乳児　発達

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、舞踊行動の根底にある身体運動の階層構造の発達的変遷に関する知見を得ることができた。また、
本研究の成果は舞踊行動の発達的起源に関する知見を提供するだけではなく、心理学や神経科学の学問領域と芸
術学や人類学の学問領域を結びつけ、新たな学問領域を創造する役割を担うと考えている。また、本研究では、
発達初期の身体運動のデータを収集した。これらのデータは身体運動の階層性の発達モデルの枠組みを提供する
だけではなく、その他の認知能力の発達過程と包括的に議論することで、コミュニケーションにおける身体性の
機能的価値といった新たな学術的研究の基盤を提供すると考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
１． 研究開始当初の背景 
（1） 本研究では、舞踊行動の進化的・発達的起源に解明に向けて、就学以前の乳幼児を対象
に、乳幼児期の身体運動の階層構造の発達過程を検討する。舞踊行動は、特定の順序で並べら
れた複数の身体運動からなる時系列情報であり、それらの身体運動が段階的に統合されること
で階層構造をもつ。ヒトは、舞踊行動という行動様式を文化的に継承してきた。ヒトは、この
「ことば」に依らない舞踊行動を用いて、自身の内的状態を表現し、他者とのコミュニケーシ
ョンを構築する。ヒトは、生後間もなくして、養育者の乳幼児に対するリズミカルな身体運動
に出会い、自分たちなりのリズミカルな身体運動を使って養育者に応える（Schögler & 
Trevarthen, 2007）。申請者は、このような乳児の発達初期の身体運動経験が、身体運動の階
層構造を創作する能力の基盤となり、その延長上に舞踊行動が存在すると考えている。 
 
（2） 乳幼児はどのようにして、身体運動の階層構造を創作する能力を獲得していくのだろう
か？これまで、乳幼児期の身体運動の階層構造を創作する能力は、主に、言語獲得に関する研
究領域で検討されてきた。ヒトは、生後 7 カ月ごろから不明瞭な発音と区切りをもつ喃語
（例、「ばばば」）を発声し、生後 12 カ月頃になると初語を発声する。さらに、生後 18 カ月
‐21 カ月ごろになると多くの語彙を獲得するとともに 2語文を発声する。生後 36 カ月頃にな
ると 2 語以上の単語を組み合わせて発声し、生後 48 カ月以上になると複数の単語からなる文
を発声する。発達初期に出現する喃語はその後の発話に向けた感覚運動学習と考えられている
(Doupe & Kuhl, 1999)。脳科学的知見は、この発話に関連した階層構造を創作する能力が言語
関連脳領域（上側頭葉、及び、下前頭葉）によって支えられていることを報告している
（Bookheimer, 2002; Fedorenko & Thompson-Schill, 2014）。 
 
（3） 乳児は、喃語の出現時期に、律動的な身体運動を産出する（Thelen, 1981; Locke et al., 
1995）。乳幼児期のこうした身体運動の出現とその後の言語における階層構造を創作する能力
の関連性は報告されている。先行研究は、生後 18 カ月時点の身振りを伴う発話の頻度はその
後（42 カ月時点）の文章の複雑性と関連していることを示した（Rowe & Goldin-Meadow, 
2009）。しかしながら、発達初期の律動的な身体運動の構造、そして、その律動的な身体運動
の経験とその後の舞踊行動における身体運動の階層構造を創作する能力との関連性については
明らかにされていない。 
 
2．研究の目的 
(1) 本研究では、実験Ⅰから実験Ⅲを実施し、乳幼児期の身体運動の階層構造の発達的変遷
（目標 1）、乳幼児期の身体運動の階層構造を創作する能力に関わる脳活動（目標 2）、及び、
発達初期の身体運動の経験が後の身体運動の階層構造を創作する能力に及ぼす影響（目標 3）
を明らかにする。 
 
3．研究の方法 
(1) 実験Ⅰ-1 では、乳幼児期の身体運動の階層構造の発達的変遷（目標 1）を検討するため、
79 人の乳児とその保護者を対象に、乳児が 9 カ月、12 カ月、15 カ月、及び 18 カ月の時点で
質問紙調査を実施した。質問紙には、日本語マッカーサー乳幼児言語発達質問紙「語と身振り」
（小椋・綿巻, 2004）を使用した。日本語マッカーサー乳幼児言語発達質問紙「語と身振り」
の中の項目から、月齢ごとの乳児の「おどる」という行動の表出の有無を評価し分析した。 
実験Ⅰ-2 では、151 人の生後 8 カ月から 30 カ月の乳幼児とその保護者を対象に、「子ども
のおどり」に関する質問紙調査を行った。「子どものおどり」に関する質問紙には、乳幼児期
の舞踊行動の記述を求める質問項目が含まれており、この質問項目に対する記述を分析するこ
とで、月齢ごとの乳児の舞踊行動の構造を分析した。 

 
(2) 実験Ⅱでは、乳幼児期の身体運動の階層構造を創作する能力に関わる脳活動（目標 2）を
明らかにするため、舞踊行動の根底にある身体運動のリズム知覚に関わる脳活動、及び、リズ
ム産出の能力との間の関連性を検討した。本実験では、24 名の 5 歳児（女児 12 名、男児 12
名）を対象に、近赤外線分光法装置（Near-Infrared Spectroscopy; NIRS）を用いて、他者の
身体運動のリズムを観察しているときの脳活動を計測した。5 歳になると複雑なリズムを理解
し産出することが報告されていることから（遠城寺、1960）、5 歳児を対象とした。本実験で
は、歩行動作の刺激を観察している間の大脳皮質のヘモグロビン濃度を計測した。歩行動作の
刺激には、歩行のリズムが規則的な刺激、及び、歩行のリズムが不規則な刺激があった。
NIRS 計測後、参加児のリズムの模倣能力を測定した。 
 
(3) 実験Ⅲでは、発達初期の身体運動の経験が後の身体運動の階層構造を創作する能力に及ぼ
す影響（目標 3）を検討するため、72 人の乳児とその保護者を対象に、乳児が 9 カ月から 11
カ月（実験Ⅲ-1）、及び、6-8 歳(実験Ⅲ-2)の時点で実験を実施した。 
実験Ⅲ-1 は 2017 年から 2018 年に実施した（研究課題「ダンスの発達的起源の探求：母子



間の非言語的コミュニケーションの発達認知科学研究」、研究課題領域番号 15J09751）。実験
Ⅲ-1 では、9カ月から 11 カ月の乳児（n = 72）が 1週間の間隔をあけて 2日間参加した。本
実験の手続きには馴化法を使用し、刺激には 4 種類の抽象的な動作の映像刺激（1.5 秒）を使
用した（映像刺激 A、B、C、D）。1 日目において、参加児は映像刺激 A（馴化 1）を繰り返
し呈示されたあと、映像刺激A（馴化 1）と映像刺激 B（新奇刺激）を呈示された（テスト 1）。
1 週間後、参加児は映像刺激 C（馴化 2）を繰り返し呈示されたあと、映像刺激 C（馴化 2）、
映像刺激 A（馴化 1）、及び、映像刺激 D（新奇刺激）を呈示された（テスト 2）。本実験では、
テスト 1 と 2 において、各映像刺激に対する注視時間を測定した。また、参加児の 1 日目の
馴化フェーズ中の身体の動きを測定するために、3 次元動作解析システム Oqus3+（Qualysis
社, スウェーデン）を使用した。参加児は両肘及び両手首に反射マーカを装着した。それぞれ
の身体の動きは 120Hz で測定した。テスト 1、及びテスト 2 における刺激への注視時間、及
び、馴化 1における馴化刺激に対する身体運動を評価し、それらの関係性を分析した。 
実験Ⅲ-2 では、実験Ⅲ-1 の参加児とその保護者が実験Ⅲ-1 の 6 年後に再度実験に参加した。
実験Ⅲ-2 では、創作舞踊課題を使用した。実験者は、子どもたちに創作舞踊のタイトルとな
る単語を呈示し、言葉を使用せずに身体を使ってその単語を保護者に伝えるように教示した。
身体で表現できる時間は 1 分間だった。保護者は 1 分間の子どもの身体表現を観察して、そ
の身体表現が何を意味しているのかを答えることが求められた。子どもたちの身体表現は邦
（1960）が提唱した「動きのリズム譜」を用いて分析する予定である。加えて、実験Ⅲ-1 に
おける乳児期の自発的なリズム運動の表出程度と子どもたちの創作舞踊に含まれるリズム運動
の関係性を分析する。 
 
4．研究成果 
(1) 実験Ⅰ-1 の結果、生後 9 カ月から 18 カ月月
にかけて、舞踊行動を表出する乳幼児の割合は増
加した（図 1）。また、各月齢におけるχ2 検定
の結果から、生後 12 カ月時点で、半数の乳児が
舞踊行動を産出することが明らかとなった。 
実験Ⅰ-2 の結果、生後 9 カ月から 24 カ月にか
けて、舞踊行動に含まれる行動の数、及び、舞踊
行動に使用する身体部位の数が増加した。具体的
には、生後 9 カ月から 11 カ月児の「おどり」は
「腕を振る」といった単一身体部位によって、単
一の行動が繰り返された行動であった。生後 12
カ月児から 14 カ月児の「おどり」は 2 つの身体
部位による 2つの行動が組み合わされた行動であ
った。生後 15 カ月以降の「おどり」は、2 つ以
上の身体部位を使用し、行動の系列も複雑であっ
た。これらの結果は、生後 1年以内の乳児期に原
初的な舞踊行動が出現すること、9 カ月から 24
カ月にかけて乳幼児の「おどり」の階層構造が複
雑化することを示した。これらの成果は、国内外
の学会で発表済みである。今後、月齢ごとに分析するために実験Ⅰ-2 のデータを追加し、そ
の後、国際学術誌へ投稿する。 
実験Ⅰでは派生的な分析を実施し、発達初期の舞踊行動の出現の有無がその後の他の認知能
力（言語、空間認識、他者の行動予測能力）を予測することを明らかにした。これらの成果は、
国内外の学会で発表済みである。 
 
(2) 実験Ⅱの結果、歩行のリズムが規則
的な刺激と比較して、歩行のリズムが
不規則な刺激に対して、左下前頭葉付
近の脳領域の Oxy-Hb が増加した（図
2）。本実験で得られた左下前頭葉の
Oxy-Hb の増加は、身体運動のリズムの
理解に関する認知処理を反映している
可能性が考えられる。さらに、左下前
頭葉領域の活動及びリズムの模倣能力
との間に相関がみられた。この結果は、
5 歳児において、身体運動のリズムの理
解と産出に左下前頭葉付近の脳領域が
関与している可能性を示した。先行研
究は、左下前頭葉を含む前頭領域が、聴覚刺激のリズムの理解に関与していることを報告して
いる（Konoike & Nakamura, 2020）。本実験の結果は、先行研究を支持する結果であり、視覚
と聴覚モダリティで共通するリズム理解と産出に関わる神経機構の存在を示唆するものであっ

図 1）舞踊行動の出現の発達的変化 

図 2）身体運動のリズム知覚に関与する脳活動 

t 検定 



た。これらの成果は国内学会で発表済みであり、現在、国際学術誌への投稿準備中である。 
 
(3) 実験Ⅲ-1 の注視時間の結果を図 3に示し
た。テスト 1 の視線解析の結果、馴化 1 刺
激と比較して、新奇刺激に対して注視時間
が長くなる傾向がみられた。また、テスト 2
の視線解析の結果、馴化 2 刺激及び馴化 1
刺激と比較して、新奇刺激に対して注視時
間が長くなる傾向がみられた。すなわち、
乳児は 1 日目の馴化刺激に対する馴化状態
を 1 週間維持していた。動作解析の結果は、
乳児が 1 日目の馴化刺激に対して自発的な
リズム運動を産出していることを示した。
加えて、この自発的なリズム運動の産出量、
及び、テスト 2 における馴化 1 刺激に対す
る注視時間の間に関連性がみられた。これ
らの結果は、乳児の自発的なリズム運動の
経験が他者の身体の動きの理解に長期的な
影響を与える可能性を示唆するものである。 
実験Ⅲ-2 に関しては、2023 年度までに、発達初期の身体運動の経験が後の身体運動の階層
構造を創作する能力に及ぼす影響を検討するためのデータ収集が完了した。また、子どもたち
の身体表現の評価指標の妥当性を検討した。本実験の結果は、2024 年度の国内学会で発表予
定であり、国際学術誌への投稿する予定である。 
 
 
 

図 3）舞踊行動の出現の発達的変化 
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